
 

令和６年度 事業経過報告 

                           

                         （一社）山口県警備業協会 

項   目 事 項 及 び 事 業 内 容 

第１ 

警備業務適正化及

び経営基盤強化の

ための各種施策の

推進 

◇ 警備業「適正取引推進等に向けた自主行動計画」の周知 

個々事業者における適正取引を一層推進し、賃金引上げ環境を

整備するため、一部改訂された「警備業における適正取引推進等

に向けた自主行動計画」の周知に努めた。 

◇ 「警備士の服装・身だしなみに関するガイドライン」の周知・

実践 

  令和 3 年、警備士のステータス向上を図るために策定した「警

備士の服装・身だしなみに関するガイドライン」の浸透を図るた

め、協会では安全パトロールにおける重点チェック項目の一つと

して周知状況を確認するとともに、警備員指導教育責任者講習や

特別講習受講者に対しても、逐次ガイドラインに基づく周知に努

めた。  

◇ 経営者等研修会の開催 

  令和 6 年 5 月 23 日、定時総会開会に先立ち、会長による「業界 

 ＤＸのこれから」と題する講演を行った。（山口市） 

 令和 7 年 1 月 28 日、保険会社担当者による中小企業庁が行う企 

業の災害リスク上の防災・減災に焦点を当てた「事業継続力強化 

認定制度」に関する研修を聴講した。（山口市） 

◇ 警備業法等の一部改正内容の周知に努めたほか、新設された 

「標識」の掲示や自社ホームページへの掲載について周知した。 

◇ 暴力団等反社会的勢力排除に関する各種施策の推進 

  令和 6 年 10 月 22 日、長門市で開催された「山口県暴力追放 

県民大会」に専務理事が出席、暴力団排除に対する危機意識を 

醸成した。 

◇ 青年部会による各種事業への積極的参画と活動の強化 

  令和 6 年 10 月 29 日から 31 日までの間、県内 6 地区において、 

 青年部会員が中心となり交通誘導警備業務に対する「安全パトロ 

ール」を実施した。 

令和 6 年 9 月 30 日、11 月 29 日及び令和 7 年 1 月 29 日、防府、 

 下関及び柳井の各ハローワークにおいて、青年部会員主体による 

就職説明会を開催した。 



第２ 

警備業におけるＤ

Ｘ及びＩＣＴ・テ

クノロジーの活用 

◇ 協会ホームページの積極的な活用 

令和 5 年 1 月にリニューアルした協会ホームページ（会員専用 

ページ）を最大限に活用した情報提供に努めた。 

◇ 協会利用データのクラウド保存の推進 

協会で取り扱うデータを原則クラウドによる保存とした。 

◇ 「全警協 e ラーニング」の運用促進 

令和 4 年 4 月から運用中の「全警協 e ラーニング」の活用促進 

を図り、販売斡旋事務及び受講申込受付事務を実施した。 

第３ 

関係官庁との連携 

 

 

 

 

◇ 関係官庁との積極的な連携の推進 

① 「やまぐち犯罪のない安全で安心なまちづくり推進協議会」 

との連携  

山口県県民生活課が事務局となる「やまぐち犯罪のない安 

全で安心なまちづくり推進協議会」との連携を図り、犯罪の 

起こりにくい環境の整備、犯罪弱者等の安全対策の推進など 

に関する取組を継続実施した。 

② 「やまぐち防犯力強化プロジェクト会議」との連携 

警察本部生活安全企画課から情報提供される防犯情報につい 

て、加盟員に対し速やかな情報発信を行い注意喚起した。 

③ 「山口県テロ対策パートナーシップ推進会議」との連携 

警察本部からテロ等に関する情報提供を受け、メール、機

関誌等により会員に情報発信した。令和 6 年 9 月 24 日開催の

同会議定例会において、豊島会長が「民間警備会社の矜持と

課題」と題する講演を行った。 

  ④ 山口県警察本部との意見交換会開催 

令和 6 年 9 月 10 日、警備業法を所管する生活安全企画課及

び交通規制業務を担当する交通規制課担当者出席の下、警備

業関連業務の課題等について意見交換を行った。（山口市） 

   ○ 県警～生活安全企画課長、交通規制課長等 6 名 

   ○ 警備業協会～会長以下 5 名 

 ⑤ 家畜伝染病発生時における交通誘導警備業務の推進 

   高病原性鳥インフルエンザ等家畜伝染病発生時における発

生場所周辺の交通誘導警備業務について、県担当課（畜産振興

課）との間で発生時における取組を共有した。県との間で防疫

業務に関する協定締結に向けた協議を行うも、現状においては

協定の締結は実施しないこととした。 

 



第４ 

警備士不足問題へ

の対応 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 労働局、ハローワーク等の関係機関との連携 

  「警備士不足問題」に対処するため、青年部会での協議を経て、 

県内ハローワークにおける就職説明会を開催した。労働局との事 

前協議において、ハローワーク担当者自身が警備業の業務内容等 

認識不足の者もいるため、就職説明会では各ハローワーク担当者 

も出席のうえ実施した。 

◇ 「人材確保の取組に係る全国警備業協会と防衛省との連携に関

する申合せ」に基づき、退職自衛官の警備士への就職支援等自衛

隊山口地方協力本部担当者との間で退職自衛官の再就職に関す

る協議を行った。 

第５      

会 議 の 開 催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 定時総会（山口市） 

  令和 6 年 5 月 23 日、「令和 6 年度山口県警備業協会定時総会」 

を開催、警備業教育関係者等表彰の後、令和 5 年度事業経過報告、 

収支決算報告、令和 6 年度事業計画、収支予算及び任期満了に伴 

う役員選任の各議案について審議、可決した。 

◇ 新年互礼会（山口市） 

  令和 7 年 1 月 28 日、「令和 7 年新年互礼会」を開催 

◇ 定例役員会（山口市） 

 ① 令和 6 年 12 月 11 日開催（出席者 14 名） 

 ② 令和７年 3 月 11 日開催（出席者 14 名） 

◇ 臨時役員会（山口市） 

  令和 6 年 5 月 23 日開催（出席者 12 名） 

◇ 各種委員会（山口市） 

 ① 労務委員会 令和 6 年 6 月 26 日開催（出席者 12 名） 

 ② 総務委員会 令和 6 年 7 月 23 日開催（出席者 10 名） 

 ② 教育委員会 令和 6 年 8 月 28 日開催（出席者 10 名） 

④ 防災委員会 令和 7 年 1 月 28 日開催の研修会（事業継続力

強化認定制度）開催で対応 

◇ 青年部会（山口市） 

 ① 令和 6 年 4 月 9 日開催（出席者 11 名） 

 ② 令和 6 年 7 月 9 日開催（出席者 12 名） 

 ③ 令和 6 年 11 月 14 日開催（柳井市） 

   アイリスオーヤマ会長による経営に関する講演を聴講  

④ 令和 6 年 10 月 29 日から 31 日までの 3 日間県内 6 地区にお 

いて、所轄警察署との合同による交通誘導警備業務に対する安 

全パトロールを実施した。 



第５       

会 議 の 開 催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 ⑤ 令和 7 年 3 月 4 日開催  

全警協主催の「全国青年部会長等会議」に部会長が出席し、

青年部会の活動について意見交換を実施した。(東京都) 

◇ 正副会長、専務理事及び顧問による協議（山口市） 

  令和 6 年 7 月 9 日、正副会長（会長及び副会長）、専務理事及び 

顧問による当面の課題等への対応について協議した。 

◇ 山口県暴力追放運動推進センターとの連携（山口市） 

  令和 6 年度中、当協会専務理事が理事に就任する「山口県暴力 

追放運動推進センター」主催の通常理事会等の会議に出席した。 

◇ 全国警備業協会関係会議 

① 全国警備業協会定時総会（東京） 

令和 6 年 6 月 5 日開催 会長出席 

② 全国専務理事会議、全国安全衛生大会（東京） 

   令和 6 年 7 月 3 日開催 専務理事出席 

 ③ 全国警備業殉職者慰霊祭、「警備の日」全国大会（東京）  

   令和 6 年 11 月 11 日 会長出席 

④ 全警協労務委員会（東京：会長出席） 

 ○  令和 6 年 7 月 3 日（第 2 回）  

○ 令和 6 年 12 月 20 日（第 3 回） 

⑤  全国事務担当者会議（東京） 

   令和 7 年 2 月 9 日  事務局職員出席 

 ⑥ 広報プロジェクトチーム会議（東京） 

   令和 6 年 4 月 17 日、4 月 25 日、令和 7 年 3 月 25 日(青年部 

会長出席) 

◇ 中国地区警備業協会連合会関係会議 

 ① 令和 6 年度中国地区警備業協会連合会定時総会（松江市） 

   令和 6 年 5 月 9 日開催 会長・専務理事出席 

 ② 令和 6 年度事務局職員会議（鳥取市） 

   令和 6 年 8 月 22 日開催 専務理事、事務局職員出席 

③ 中国・四国地区警備業協会連合会合同会議（広島市） 

   令和 6 年 10 月 9 日開催 会長、副会長、専務理事出席 

 

第６ 

教育事業の推進  

 

 

◇ 特別講習現任講師研修会（全国警備業協会主催） 

 ① 交通誘導警備業務 13 名（1､2 級対象合同） 

 ② 雑踏警備業務 2 名（2 級対象） 

 



第６ 

教育事業の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 特別講習講師候補者研修会（全国警備業協会主催） 

 ① 施設警備業務 3 名 

 ② 交通誘導警備業務 2 名 

 ③ 雑踏警備業務 1 名  

◇ 特別講習に向けた事前講習（協会主催） 

① 交通誘導警備業務 2 級  

令和 6 年 4 月 6 日 53 名受講、同年 4 月 14 日 53 名受講 

② 施設警備業務 2 級 

  令和 6 年 6 月 1 日 32 名受講、同年 6 月 8 日 39 名受講 

③  交通誘導警備業務 2 級  

令和 6 年 8 月 31 日 46 名受講、同年 9 月 7 日 49 名受講 

 ④ 雑踏警備業務 1 級  

   令和 6 年 12 月 1 日 20 名受講、同年 12 月 7 日 20 名受講 

 ⑤ 雑踏警備業務 2 級 

   令和 6 年 12 月 1 日 35 名受講、同年 12 月 7 日 35 名受講 

◇ 特別講習（警備員特別講習事業センター委託業務） 

① 交通誘導警備業務 2 級 

令和 6 年 4 月 20 日、21 日 54 名受講（合格率 81.5%） 

 ② 施設警備業務 2 級 

   令和 6 年 6 月 21 日、22 日 39 名受講（合格率 74.4%） 

③ 交通誘導警備業務 2 級特別講習 

令和 6 年 9 月 14 日、15 日 49 名受講（合格率 77.6%） 

 ④ 雑踏警備業務 1 級 

   令和 6 年 12 月 15 日、16 日 20 名受講（合格率 90％） 

 ⑤ 雑踏警備業務 2 級 

   令和 6 年 12 月 15 日、16 日 35 名（合格率 88.6％） 

◇ 警備員指導教育責任者講習（山口県公安委員会委託講習） 

① １号警備業務 

〇  新規取得 

   令和 6 年 7 月 1 日～8 日   15 名受講（合格率 93.3%） 

〇  追加取得 

  令和 6 年 7 月 4 日～8 日    6 名受講（合格率 100%） 

② ２号警備業務 

〇  新規取得 

令和 6 年 8 月 26 日～9 月 2 日    9 名受講（合格率 89.5%）  

  〇  追加取得 

     令和 6 年 8 月 29 日、9 月 2 日    5 名受講（合格率 100%） 



第６ 

教育事業の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７  

労働災害の防止と

大規模災害への対

応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８ 

広報活動の積極的

推進 

 ③ ３号警備業務 

  〇 新規取得 

  令和 6 年 10 月 7 日～11 日 2 名受講（合格率 100%） 

④ ４号警備業務 

〇 新規取得 

令和 6 年 10 月 7 日～11 日 1 名受講（合格率 100%） 

 〇 追加取得 

令和 6 年 10 月 10 日、11 日 5 名受講（合格率 100%） 

◇ 全国教育幹部研修会（指導教育責任者講習講師候補者研修会）

令和 6 年 8 月 1 日～6 日（2 名参加：研修センターふじの） 

◇ 全国教育幹部研修会（指導教育責任者講習講師現任講習） 

  令和 6 年 10 月 26 日～30 日（1・3 号 1 名参加：ふじの） 

  令和 7 年 1 月 13 日～17 日（2・4 号 1 名参加：ふじの） 

◇ 現金輸送業務を対象とした防犯訓練 

  令和 6 年 11 月 30 日、現金輸送業務を実施中の加盟 3 業者を対 

象とした防犯訓練を実施した。（山口市：訓練参加企業ほか見学 

者、警察本部から 40 名が参加・見学） 

 

◇ 安全パトロールの実施（10 月 29 日～31 日：3 日間） 

  県警察指導の下、青年部会を中心に県下 6 地区（21 か所）にお

いて交通誘導警備業務を対象とした安全パトロールを実施、実施

結果は役員会において報告したほか加盟員に通知した。 

◇ 全国警備業協会から発信される「重大労災事故事例」を加盟員

に対し速やかに情報提供し、労災事故防止に対する危機意識の向

上に努めた。 

◇ 労働災害防止等に関するポスター、アイデア、標語の募集 

  労働災害防止等に関するポスター等に関し、令和 5 年度の優 

 秀作品について定時総会で表彰授与、令和 6 年度は、ポスター 

の部 1 名、アイデアの部 1 名及び標語の部 3 名を決定、令和 7 

年新年互礼会において表彰授与した。 

◇ 令和 7 年 3 月 17 日、山口県知事と協会長との間で「災害時に 

おける地域の安全確保のための警備業務に関する協定」を締結 

した。 

 

◇ 情報発信 

① 「警備の日」に関連した広報 



第８ 

広報活動の積極的

推進 

 

 

 

 

 

 

 

第９ 

そ の 他 

 

 

 

 

  「警備の日」と記載のマグネットシートを製作、全加盟会社

に配布し、自社警備車両に貼付のうえ警備業務に従事した。 

② 防犯情報・テロ対策通信の発信 

県警察（生活安全企画課、外事課）から提供される防犯情報

等について、適宜加盟員へ発信して注意喚起した。 

◇ 協会ホームページ「警備士の声」による広報 

  多くの方に警備業について興味を得てもらうため、協会ホーム 

ページ上に「警備士の声」として警備士の生の意見を写真入りで 

掲載している。 

 

◇ 表彰 

① 警備業教育関係者等功労者表彰 2 名 

② 警備業優良警備員表彰     42 名 

③ 警備員指導教育責任者等講師派遣功労（所属会社に対する感 

謝状）8 社 

④ 特別講習支援功労 1 名 

⑤ 労働災害防止等に関する標語等優秀作品 4 名 

⑥ 警備士の各種功労に対する表彰 1 名 

◇ 協会未加入業者に対する加入促進 

協会ホームページに協会加入に係るメリット等を明記したほ

か、各種講習や斡旋商品注文時等において入会に関する説明を行

った。 

 

 


